
技術分類

技術名称 耐硫酸コンクリート 担当部署 九州支店　土木営業部

NETIS登録番号 担当者 仲里　和宏

社名等 大成建設株式会社 電話番号 092-475-5714

技術の概要

２．技術の内容

下水処理場の下水槽

本コンクリートは、耐硫酸性付与剤と石灰石骨材を使用することで、通常のコンクリートと比べて10倍以上の耐硫
酸性を実現しています。
また、自己充填性（自己充てん性）を有しているため、確実な施工が可能で、壁部材の新設や補修、さらには天井
面の断面修復工にも適用できます。
さらに、コンクリート自体が防食機能を持つため、従来必要とされていた表面保護工（ライニング）やその部分の維
持管理が不要であり、下水道施設のコンクリート構造物の寿命を飛躍的に延ばし、長期メンテナンスフリーを実現
できる画期的な技術となっています。

３．技術の効果

・実際の下水処理場で4.4年間曝露した試験では、硫酸による劣化速度を1/10に低減できることを確認していま
す。
・コンクリート自体が防食機能を持つため、従来必要とされていた表面保護工（ライニング）やその部分の維持管理
が不要であり、下水道施設のコンクリート構造物の寿命を飛躍的に延ばし、長期メンテナンスフリーを実現できる
画期的な技術となっています。

４．技術の適用範囲

下水関係の構造物全般

５．活用実績

技 術 概 要 書　（様式）

インフラDX 　 安全・防災　 　維持管理  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

１．技術開発の背景及び契機

下水道施設のコンクリートは、細菌などの微生物が生成した硫酸による侵食を受けて早期に劣化するこ
とが知られています。そのため、下水管・下水処理場等のコンクリート構造物が著しく劣化し、管路の崩
落、処理場マンホールの脱落等が問題となっています。

※別紙



６．写真・図・表
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